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§１．研究実施体制  

 

（１）「筑波大学」グループ 
研究分担グループ長：渋谷 彰 （筑波大学医学医療系、教授） 

研究項目 
「渋谷」サブグループ 

アトピー，喘息モデルにおける Allergin-1 の機能の解明 
樹状細胞やマクロファージに発現する Allergin-1, MAIR-I の機能の解明 
ヒト肥満細胞に発現する Allergin-1, MAIR-I の機能の解明 
ヒト好塩基球における Allergin-1, MAIR-I の機能の解明 
Allergin-1 および MAIR-I のリガンドの同定と機能の解明 
ヒト肥満細胞に発現する新規の抑制性受容体とそのリガンドの同定 
ヒト抑制性受容体に対する分子標的療法の開発 

  アレルギー病態における真菌感染の役割の解明 
 
「野口」サブグループ 

アレルギー疾患患者の抑制性受容体とそのリガンドの遺伝学的解析 

H25 年度 

実績報告 
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§２．研究実施の概要  

 

 アレルギー疾患を代表する花粉症，喘息，アトピー性皮膚炎の罹患率はそれぞれ 20%, 10%, 

5-10%と，近年増加の一途を辿っている．世界的にもおよそ 25%の人がアレルギー疾患に罹患し

ているとされ，その克服は人類の健康・福祉にとって喫緊の課題である．また，花粉症による医療

費や労働効率の低下による経済的損失は，本邦では年間 2,860 億円とも試算され（科学技術庁

「スギ花粉症克服に向けた総合研究班」報告書, 2000 年 8 月），社会経済的にも甚大な損害であ

る．本研究は，すべてのアレルギー疾患の発症機構に共通する肥満細胞活性化の制御技術の開

発であることから，本研究の目標が達成されれば，地球規模における健康・福祉社会の形成に大

きく寄与できるばかりか，医療・社会経済的損失の解消と医療産業の振興に大きく貢献できる． 

 本 研 究 で は 、 平 成 ２ ５ 年 度 に お い て 、 肥 満 細 胞 に 発 現 す る 抑 制 性 受 容 体 で あ る

Myeloid-associated immunoglobulin-like receptor (MAIR)-I と Allergy inhibitory receptor 

(Allergin)-1 の遺伝子欠損マウスを用いて、それぞれの分子がヒト肥満細胞の活性化を制御し、ア

レルギーに重要な役割を担うことを明らかにし、分子標的療法の対象となりうる可能性を示した。ま

た、抗生物質などの服用により腸内細菌バランスが乱れると、腸管内カンジダ増殖をきたすこと、さ

らにカンジダから産生される生理活性物質である PGE2 が肺内のマクロファージに影響を与え、喘

息が悪化することをマウスモデルを用いて明らかにした。これにより新たな喘息の予防法や治療法

が開発できる可能性が示された。 
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